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定して効率的に供給するために、日米 EU 医薬品規制調和国際会議が示した Quality by Design（QbD）と
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略化（Real Time Release Testing）の実現の可能性を示した。
　第３章では、インライン NIR 分光分析計をベースとする可搬型 NIR イメージング装置を開発したことと、
それを用いた錠剤の溶解プロセスの時間変化モニタリングの実現可能性について調べた結果について述べ


































NIR イメージング装置のサイズは18cm ×20cm×22cm で、重量はおよそ2kg であり片手で運搬できるほど
















博士論文と学術論文を自ら英語で書いていること、International Congress on Analytical Science （ICAS, 
2011）でポスター賞を受賞していることから、充分であると判定した。以上のことより、審査委員会は本論
文の著者が博士（工学）の学位を授与されるに足る十分な資格を有するものと判定する。
